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研究成果の概要（和文）：山地源流域における降雤－流出の普遍的な法則を見出すために流域間

の比較研究が有効である。本研究では国内の小流域観測で得られた降雤－流出データをくまな

く収集してデータベースを構築した。また、流域間比較に有効な手法として、水安定同位体な

どのトレーサを用いた滞留時間の比較手法を開発した。 

研究成果の概要（英文）：Inter-comparison study is effective to find general lows of catchment 

rainfall-runoff processes. This study collected previously reported observation data of 

rainfall and discharges from mountainous small catchment in Japan and constructed 

database. We also developed methods to inter-compare catchments using hydrological 

tracer, such as stable isotopes of water.  
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１．研究開始当初の背景 

山地の小流域研究は各地で行われ、データが
蓄積されつつある。得られた成果・知見を整
理し一般側を導き出す必要があるが、まとま
ったデータベースはなく、また比較研究手法
が限られている現状がある。 

 

２．研究の目的 

(1)これまで個々の小流域観測で得られてき
た知見を収集し、比較検討すること、また(2)

比較解析の手法を開発することを目的とし
ている。 

 

３．研究の方法 

(1)文献調査により既存の降雤流出観測事例
をくまなく収取し、ほとんどの文献では図示
されている降雤流出の画像データをデジタ
イズにより数値データ化する。流域の属性情
報も収集する。そのうえでこれらのデータを
解析する。 
(2)これまでに詳細な研究を行ってきた 5-6
の小流域で、流域間比較に有効であると考え
られる流域指標である、トレーサを用いた滞
留時間の推定手法を検討する。水の安定同位
体比、CFCs、SF6を用いる。 
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４．研究成果 
(1)では、データ収集を集中的に行い、国内
132 か所の流域から約 300 個の降雤イベント
データを収集できた。これらのデータ整理を
通じて観測流域の地理的な位置が偏ってい
ることや、流域面積が大きく偏っていること
（図）が明らかとなった。また大規模降雤に
対するデータ取得の難しさなど、小流域観測
研究の課題が明らかとなった。 
 

図 調査流域の集水面積の分布 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2)複数の地理的に離れた小流域で水安定同
位体比、CFCs、SF6 などのトレーサ濃度を測
定し、流域間を比較するのに有効な指標とな
ると考えられる流域平均滞留時間の推定を
行った。山地の小流域からの流出水の平均滞
留時間は 1～10、20 年程度の幅があることが
明らかとなった。そのため、どこにでも適応
可能な単一のトレーサは現時点ではないこ
とも明らかとなった。一方で、水の安定同位
体比の変動(標準偏差)を用いることにより、
流域間の相対的な滞留時間の違い(順位)を
明らかにすることができた。さらに、この水
の安定同位体比の標準偏差は、水流出に寄与
する土壌や岩盤の深さの指標としても有効
であることを明らかにした。 
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